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0.は じめに
本稿 は,TPR(TotalPhysicalResponse)のテクニ ックを 日本 語初 級授
業 に応用 した実践記録 を分析 し,TPRに よる授業 での学習文法事項 の配
列 を,従 来の 「文法 中心」型 の教授 法に よるそれ と比較 して論 じ,そ の特
徴 を記 述 しよ うとす る ものである、
1・TPR採 用 へ の経 緯
早稲 田大学語学教育研究所(以下,「語研」 と略す)日本語専修 課程で は,
1985年度 および1986年度前期の初級 日本語 クラスの一つにおいて,15週
(約225時間)の集 中 口本語授業の一 部にTPRの テ クニ ックを応用 し,極
めて良好 な成果 を修 めた・ このクラスは,ど ちらも 「日本語専修課程GO
2」といい,語 研 が独 自に募集 している 日本語専修生 の うち,プ レイ スメ
ン トテス トによ リ初級 の最 も基礎 的 なレベルか ら学習 を始 める必 要の あ る
者 を集 めた クラスで,前 期15週 の問に語 研編 「外国学生用 日本語 教科 書初
級」(以下,「語研初級」 と略す)の 第1課 か ら第40課 までを終 了 し,後 期
は中級へ進む ことが予定 されてい るものであ る・学生 の構成 は 「非漢 字系
初学者 ・未習者+漢 字系未習者Jの 混合 クラスで,1985年度 は アメ リカ
人3名,ド イ ツ人 ・タイ人各2名,フ ラ ンス人1名 に韓国人4名 の計12
名・1986年度 は タイ人(華僑系),マ レー シア人(華僑 系),中国人・ハ ンガ
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リー人,フ ィ リピン人各1名 ずつ言卜5名に,そ れ ぞれ なってい る.
TPR導 入以前 の この レベルのク ラスは7教 科書 の構成 に従 って学 習を
進 めてい った・ 「語研初級」は,各 課 ご とに 「本文」 と 「練習」 とに別 れ
た構成 になってい るが,「練 習」 の部分は,特 定 の文型 を代入 ・変換 ドリ
ルのや りやすい よ うに図示 した もの(PP、75-76図1参照)で あ 駕 「本文」
の部分 は,「練習」 で提示 され た文型 が 使用 で きるよ うな 文脈 の会話文 ま
たは文章で あるな 嵩 オーデ ィオ ・リンガル方式 の敦授法 を前 提 として作
られた教 科書 であ ると言 える・ したが って,文 型 の配列 もいわゆ る 「文 法
中心主義 」的 特徴 を持 ってお り・ 基本的 に形態 論的 ・構文論的 ・意味論 的
に単純 な ものか ら複雑 なものへ とい う配列 の しかたになっている・ た とえ
ば,連 体修飾 句を持 つ文 は単文 よ り前 の課 で扱 われ,受 身 ・敬 語な どは教
科書 の終 わ り近 くな って出て くるとい うよ うな配列 である(pp、77-7S表1
参照),
学生 の立揚 か らこの配列 を検討 してみ ると,始 めの うちは楽だが後 でつ
らくなって くるとい う構成 にな ってい ることになる・過去 の教授経験か ら
みても,第25課 か ら第35課 にかけて 「ア ゴが出て くる」学生 が 日立ちは
じめて進 度が遅 れだ し,第38～40課 は 未 習のまま前期 を終了す ることが
少 な くない・ また,r語 研初級」 は・ 初級 レベ ルの もの としては漢 字語 彙
数が多 く本文 の文 章 も比較的長いた め,非 漢字系の学生 が多い ときは学 習
進 度が さらに遅れ ることもある.従 来,非 漢字系 の学生が多い 「GO2」
レベル のクラスが 「語研初級」の全課 を終 了するこ とは困難で あ り,進 度
を速めて全課 を終 了 してみ る と,学 習項 目の習得が中途半端 なまま中級 に
進み中級 の授業内容 が理解 できない学生 が出て しま うとい う矛盾 が指摘 さ
れ ていた.特 に21984年度 の 「GO」クラスDで は,進 度 の遅れが回復で き
ず,前 期終了時 までに第30課 まで到達 で きない とい う事態 を招 いている,
1985・6年度 の 「GO2」 へ のTPR応 用 は,語 研専修課程初級 レベル
で の上述 のよ うな問題 に対処す るために試 み られた ものであ 蛎 オーデ ィ
オ ・リンガル方式 以外 の教授法 の実践実験で もあった・ ただし・すで に教
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科書 とその周辺教材(文法解説 ・対 訳単語 帳 ・練習帳 な ど)が整 ってい るた
め,そ して従来 の教授実践が まった く効果のない もの とも思 われ ないた
め,今 回の実験 は,オ ーデ ィオ ・リンガル方式 を完全 に否 定す るものでは
な く,そ の短所 を補 う形 で行 うこととした.TPRが オーディオ ・リンガ
ル方式 を補 うもの として今回の実験 の対 象 となったのは,そ れ が他 の教授
法 と併用 できる可能性 を持 っ と思 われるためである.も し,サ ジェス トペ
ディアや サ イ レン ト・ウエイを 教授 法 として 取 り入 れ るとなる と,教 科
書 ・教材 を始 めカ リキ ュラム全体 を作 り直 さなけオLばならな く な る う え
に,教 師 も一定 の訓練を受けなけれ ばな らな くなって くるが,そ のた めに
必要 な時問や人員 は確保で きないのが現状 である,ま た,す でにTPRの
教授効果 について肯定的 な実践報告 がある2)のもTPR採 用 を決定す る要
因 となった・
2・TPR応 用 の実際 とその効果
次 に,1985-6両年度 のTPR応 用 の方 法 を略述 す る.
「GO2Jは ,一 日2時 限(1時 隈は90分)の 授 業の を週 に5回 行 うイ ン
テ ンシブ ・コースであるが,各 授業 時間の うち平均20分 前後 をTPR方
式 の文型練習 に費や し,残Pの 時問 は,オ ーデ ィオ ・リンガル方式の文型
練習 な どで 教科書 の構成 に 従 って 授業 を進 めた・ 時問内の どこの部分 に
TPRを 導入 するかは,同 クラスの担当教 師個 々人3)に任 されたが,TPR
練 習の方法 に関 して は・ 次の ような基本方針 を立 てて これ に従 うこ ととし
た.
①TPR方 式 の練習 で取 り扱 う文型や語彙 は,教 科書 での提出の配列
に従 わず,専 用 の配列 表(第4節 参照〉に従 って導 入す る・
② 入 門期 の発話練習 は一定 の条件 が整 うまで行わ ない とい うTPRの
標準的 な方法4)に従 わず・早い段階 か ら学生 の発話 を促 す51・
③ 学生 の心理的負担 を減 らす6》ため,TPR方 式の 練習 の部 分につい
て テス トや宿題 によ る理解度 のチ ェックを しない、
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方針 ① が今回のTPR応 用上 の主要な特徴 であ 男 小諭 のテーマ とな
る ところでもあるので,第3節 以降 で詳述す る・
以上 のよ うな方法 によるTPRを 応用 の効果 を,前 期15週 の日程 が終
了 した時点(1985-6年7月)で検討 してみ る と,次 のよ うなこ とになる.
(1)TPR練 習のために作成 した文型配列 に従 うと,特 定 の語彙 ・文 型
が,教 科書 で導入 され る以前 にTPR練 習で事実上導入済みで あるこ
とが多い(この点 については,次 節参照)ため,新 しい語 彙 ・文型 の導
入 にかか る時間が短縮 され る傾向71が顕著 であった.
(2〉学生 の聴解力 が著 しく伸 びた8〕,これは,TPR導 入 の結果 として
当初か ら予想 され た ことであったが・ 予想以上に 顕著 な 結 果 とな っ
た・ 第10週 に入 るころには,教 師があま り語彙 をコン トロール せず
にノーマル ・ス ピー ドで話 して も,ほ とん どの学生 が教 師 の指示 や説
明 を理解 で きるよ うになって いた.
(3)(1)(2)の効呆の相乗 作用 に より,教 師 の指示,練 習 のた めの場 面
設定,語 彙 ・文法関係事項 の解 説な どの理解 が速 くな り,授 業 の進度
が驚 異的 に速 まった・第7週 か ら第10週 にかけては,TPR練 習 をせ
ず例 を挙 げて 口頭で説明す るだ けで意味 の理解 で きる語彙や文型 が増
えてきた.こ うして,15週 の時間的制限の中で 教科書 の第1課 か ら
第40課 までがほ とんどカバー できた うえ,授 業 中の時 間配分 にも 余
裕 ができた・ この時間的余裕 は,ス ピーチ練習 ・外来語 の学習 ・漢字
の書 き方指導 など従来 のク ラスでは十分 に行われなか った授業活動 を
可能 に した.
以上 のよ うに,初 級 の集中 コー スにおいてTPR方 式 の練習方法 は望 ま
しい効果 を生 んだと言 える・ この効果 は,も ちろん学生 の学習動機 が高 い
こと,教 科書 の周辺教材(文法解説 ・対訳単語帳 ・練習帳 など〉が揃 って い
る ことに支 えられて出て きてい る面はある・ しかし,こ れ ら の 条 件 は
1985-6年度 だけの ものではない,両 年度前期 の成功 は,や は りTPRの 枠
組 みを応用実践 した ことに求 め られてよいであろ う、
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3,文 型配列上の相 違
今回 のTPR応 用 の練 習形態 において,従 来 の教授 法 ともっとも大 きく
異 なる点 は,学 習項 目の配列の しかたで あろ う・初級 レベ ルでは,文 法項
目が 「文型」 の形式で提示 されている教材が多い が,「語研初級」 もこの
タイプの教科書 で,そ の文型配 列は表1(PP.77-78)に示 した とお りで あ
る,一 方,1985-6年度のTPR練 習の文型配列 は,そ れぞれ 表2(PP.79-
80)・表3(pp、81-82)のとお りであ る.
表2・ 表3は,そ れぞれ1985-6年度 の 「GO2」ク ラスの学習進度表9)で
あるが,左 端 の数字 は第何週 目かを表 し,右 側へ続 く上下 の欄 は上 が教科
書 の進度,下 が同 じ日のTPR練 習で扱 う文 型 を示 した ものであ る,こ の
表 によれば,例 えば,1985年度 前期第1週 の 最初 の 日は ヰ月8日 で あ り,
この 日の2時 限 の 授業時間(計3時 問)の 中で 教科書 の 第1課 を 終了 し,
TPRに よって[～シテクダサイ]とい う文型 が導入 され た とい うことが分
か る.そ して,表1を 見 れば,「語研初級」第1課 の主要文型 は[解ハ～デ
ス/ジ ャア リマセ ン1であることが分 かる,こ のよ うに,表2・ 表3と 表1
を組 み合 わせ て見て いけば,教 科書 とTPR練 習で の文型 配列 の相違 と関
係 が読 み取 れる・以下・論点 を明確 にす るた めに,表1と 表2の 文型配列
の相違 に しぽ って10〕検討 してみ よう・
表2のTPR練 習 での文型配列 に見 られ る もっ とも顕著 な特徴 は,ほ と
んどの文型 が教科書 での提示順 よ り早 い機会 に導入 されている こ と で あ
る.例 えば,ト テ クダサイ1は,第1週 の一 日目に導入 され るが,同 じ文
型 が初 めて登場 する教科書 の 第14課 の学習 は,第4週 に入 って か らで あ
る.表2の 各週 のTPR練 習での主要文型 にっいて,初 同導入 の時期 を教
科書で扱 われ る場合 と比 べてみると,次 のよ うにな る.(く 〉 の中が,当
該の文型 が扱 われている教科書 の特定の課 を学習 す る週 であ る)
第1週:～ テ クダ サ イ く第4週 〉・一 テ ーテ く第3週 〉・～ナ ガ ラ 〈第6週>
第2週=一 ナ イ デ クダ サ イ 〈篤4週 〉・一ニ イ ル 〈第2週>・ 連 体 修飾 句 く第9










一 タ く第8週>・ 一 タイ く第7週 〉・～ テイ タ ダ ク く第15週 〉
園 テ モイ イ!テ ハ イケ ナ イ 〈第9週>・ ～ カ ドゥカ(聞 ク)〈第11週>
解 タ リー タ リ 〈第7週>。 酎 ンデ ス カ く第7週>。[(目)ガ/ノ(青)イ
(人)]型の 連 体修 飾 句 く第6週>
～ テ カ ラ く第6週 〉・伝 聞 の ～ ソ ウダ く第10週)・ ～ タ ラ く第12週 〉
r迷惑Jの 受 身 〈第14週>・ 使 役 〈第11週 〉
一ナ キ ャナ ラナ イ 〈第9週>・ 一 コ トガデ キ ル く第10週 〉
可 能 形 〈第10週>・(デ キ ル)ヨ ウ ニ1コ トニ ナ ル/スル く第1D週 〉
条 件 の 一 ト く第13週 〉
以上の よ うな文型提 出順 の相互関係 は,初 級 レベル の学習対 象 にな る文
法項 目の主要 な ものが,教 科書 で導入 され る前 に,最 低一度は練習 され て
い るとい う状況 を作 りあげる,こ のことは,文 法項 目の教科書 での習得 に
とって非常 に有利 である,と い うのは,学 生はTPR練 習 をとお して当該
項 目の 意味 する ところ(タ ッテ クダサイ な ら 〈立 ち上 が ることについて の
依頼>だ とい うこ と)をおおむね把握 す ることがで き}そ の うえでその後,
オーディオ ・リンガル方式 の代入練習や変形練習 によって語順 ・形態変化
な どの構文論的 ・形 態論的 な面での正確 さを中心 に習 得す る機会 を再び与
え られるか らである・従 来 のオーディオ ・リンガル方式 のみの文型練習 で
は,こ の 「意珠 と形 式」 を同時に習得 し,か つその正確 な形式 を正確な発
音 でただちに生成 させな けれ ばな らない ところに,学 習者 の心理的負担 を
重 くす る要 因 があったのであ る,今 回 の試 みは,TPR練 習 によって意味
の理解 と形式 の受容 をまず済 ませ,そ の後教科書 の 「練習」で意味 の確認
と形式 の生成 を行 うとい うよ うに,「意昧 と形式」 の習得 のタイ ミングを
ず らした ところに望 ま しい学習効果 を上 げるカギがあった と言 えるであ ろ
う.
前記 の文 型提 出順 の比較一覧 には,TPR練 習 が教科書 での練習 と同 じ
週 か,そ れ よ り遅 くなって行われてい るものもある・ この うち,第2週 の
ト ニイル]と第10週 の[可能形]は,同 じ週 なが ら 教科書で 扱 われ るよ り
前 の日に提 出 されてお り,「TPR先 行」の傾 向 どお りである・同一文型 の
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提出がTPRと 教科書 とで同 じ週 の同 じ日になってい る,第6週 の[一ガ
酎イ～]と 第10週 の[(デキル)ヨ ウニ/コ トニ ナル1ス ル]も,教科書 「練
習」のパ タンプ ラクティスに入 るまえにTPR練 習 を済 ませて ある.第7
週 の[解テカラ1と第9週 の[～ナキ ャナ ラナイ】は,導 入 とい うよ りは復習
のためのTPR練 習 とい う性格 の強 い もので,前 者 は主 に[～テ カラ～ タ
リータ リ]とい う形式 の複合文型 として練習 され,後 者 は[一ナケ レバ ナ ラ
ナイ1の口語形 の紹介 を意図 した もので ある・
前記 の比較 一覧 には出てこない が,表2を 見 ると,教 科書 では扱 われて
いない文型がTPR練 習 の項 目になってい ることが分 か る,第1週 の[～
(スル〉マエ1・時間条件 の[～タラ1軌 第5週 の[一(スル)ヨウニ言 ウ1,第
10週の[コウイ ウ場合 ニハ ～1,第11週の[使役+ヨ ウニ言 ウ】がその文型 で
ある・ これ は,「語研初級」 にはないものの7中 級 レベル以前に習得 して
お いた ほ うが よく,TPR練 習自体 に とって も便利 な文型 なので(この点 に
つ いて は次節 参照),あ えて導入 した ものであ る.こ の よ うに,TPR方 式
の練習 を応用 すれば,教 科書 の提出文型 自体の不足 を補 うこ とも可能 にな
るのである.
4.TPR文 型の配列について











が・連体修飾 句 が名詞 を修飾 している構造 を持 つ文 をず っとあとまで提出
しないでお く必要 はない とい うこ とにな る.1985年度 のTPR練 習用文
型 配列表 は,以 上 の理念 に基づ き,具 体的 にはAsher(1982)(〈参考文献 〉
Ashピr(1986}の第2版)お よびその 日本語 への応用 である 「江束区中国
帰 国者 目本 語学級会」13〕のTPR文 型 配列 表(1984年度の もの)を参考 と
して筆者 を含む担 当教 師(〈注>3)参照)が作成 ・修正 して いったもので あ
る・取 り上 げた文型 は表2の とお りであるが,以 下 にい くつかの特定の文
型 の具体的練習 を紹介 しなが ら,文 型配列 の特徴 を明 らかにす る・
文型配列 の第1回 目が 「命令文」である ことは,TPR方 式で あるか ぎ
り当然で ある.た だ し,日 本語 の場合は動詞 の命令形 を使 った表現 が尊大
な印象 を与 えるので,[鮮 テ クダサイ】または[解テ]の依頼文 にす る必要 が
ある1些).「GO2」は[～テクダサイ]を取 り上げたが,こ の文型 は以後新 し
い文型 を 導入す るたび に使 われ るこ とになる.例 えぱ,第1週 二 日目の
[～テ～テ]は,位 置 を表す名詞 と形容詞 を語彙 として利用 し・次 のよ うな
指 示 によって導入 し,練 習す る・
Aさ ん,青 い 紙 を指 さ して くだ さ い・ それ か ら,白 い 紙 を指 さ して くだ さい ・
そ の 青 い紙 を取 っ て 自 い紙 の右 に置 い て くだ さい.
Bさ ん,赤 い 紙 を取 っ て 白 い紙 の 左 に置 い て くだ さい.
Cさ ん レ黄 色 い紙 を取 っ て 白い 紙 の上 に置 い て くだ さい.… ・・
第2週 三 日目には・名詞が連体修飾句 によ リ修飾 されて いる文型が導入





Bさ ん・ア7リ カにもイン ドにもいる動物はどれですか・
その動物を取って・地図のアフリカとインドの上に置いてください.
Cさ ん,ア フリカにもイン ドにもいない動物はどれですか・……
すでに練習 されている[～テクダサイ]の文型 と覗覚に訴える惜報を与え
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れ ば,連 体修飾句 を配列 の早い段 階に置 いて も学生 の理解面で の混乱はほ
とん ど見 られない・
第1週 三 口目には,「語研初級」 にない[～ マエ]と 時間条件の[～ タラ]
が導入 され る,と もに連用 修飾 句 を作 る複文構造 であるが,次 のよ うな指
示 の もとです ぐに学生の反 応 を得 ることができる(即 ち,学 生 は指示 どお
りに行動す る)、










帰る前に 「失礼 します.」と言って,お じぎをして ください・
[～マエ1と[～タラ]の二つの文型 は・以後 も動作へ の指示 として別 の文
型導入 の際 に繰 り返 し利用 され る・ このよ うに,教 科書 にない文型で も後
日の練習 のために便利 な ものは積極 的に導入 し・ あわせて 自然 に習得で き
るよ うに配列 した,
同様 なこ とは第5週 三 日目の[削(スル)ヨ ウニ言 ウ]に ついて も言 える.
この週 まで には,教 師か らのノーマルスピー ドで の指示 にはほ とん どの学
生 が慣れて きて,聴 解力 を発話力 に転移す る準備 もで きあがる こ ろ で あ
る.こ の時期 に発話 に積極 的な学生 に指示 を出 させ る役割 を与 え紛,口 頭
による文生成へ の意欲 を助長す るためには,次 のよ うな練習 をす るのが効
果 的である,
Aさ ん・Bさ んにここへ来て,いすに座るようにいってください・
学生A=Bさ ん,こ こへ来て,いすに座って ください・
早 い段階 で導入 された文型は,後 の練習 に利用 されて い くので・次第 に
一71一
複雑 な練習 内容 が可能 にな るわけだが,こ の積 み重 ねが後のほ うに配列 さ
れた,意 味概念 の把握 がむずか しい とされ る文型 の習得 を容易に してい く
ことにな る,第10週 三 日目の[可能+ヨ ウ/コ トニ】は,次 の ような指示
によって提 出 され るのだが・その内容は既 に単 なる指示文 ではなく起承転
結 を持 つス トー リー になっている,
Aさ ん,Bさ んpこ こ に来 て座 っ て くだ さい ・ これ は,二 入 の 家 で す ・ この
家 の 前 を毎 目Cさ ん が 通 ります ・Cさ ん,机 の上 の テー プ レコー ダー を とっ
て,こ の家 の前 を通 っ て くだ さい ・ そ の とき に・ ボ リュ ー ム を い ち ば ん大 き く
して,音 楽 を か け な が ら通 って くだ さい・Aさ ん とBさ ん は,そ れ が と て も
うる さ い の で・相 談 して さん を通 らせ な い こ とに して くだ さい・ 「通 行 禁 止 」の
は り紙 を机 の上 か ら持 っ て来 て,Cさ ん が通 る とき に 見 せ て くだ さい.Cさ
砺 「通 行禁 止 」 の は り紙 を見 せ られ た ら,が っか り して戻 っ て来 て こ の いす
に座 っ て くだ さ い.そ の とき,Dさ んがCさ ん の とこ ろ に来 ます,Dさ ん
は,Cさ ん に ど う した の か聞 い て くだ さい.聞 か れ た ら,Cさ ん は,「 あ そ こ
が通 れ な い こ とに な っ た ん です 」 と言 って く だ さい 、Dさ ん は,そ れ を聞 い
た ら,Aさ ん とBさ ん の とこ ろへ行 って 「Cさ ん を通 らせて あ げ て くだ さ
い 」 と頼 ん で くだ さい ・Aさ ん とBさ ん は ・相 談 して通 らせ て あ げ る こ とに
して くだ さい.そ して,「通 行 禁 止 」 の は り紙 を破 い て く だ さい,は り紙 が破
か れ た ら,Cさ ん はpテ ー プ レ コ ー ダー を持 た な い でAさ ん とBさ ん の家
の 前 を通 って くだ さい ・ そ れ か ら・Dさ ん の と 二 ろへ 行 っ て,「 あ りが と うご
ざい ます ・ 通 れ る よ うに な りま した」 と言 っ て くだ さい ・
このような長い指示拗も,A～Dの 役にあたった 千人の学生 に動作をさ
せながら少 しずつ導入していくと・ ほとんど何の抵抗もなく反応 してい
く,二度日に学生の組み合わせを変えてや らせてみると,教師の助けなし







本論では,1985-6年度 の初級 日本語 クラスヘのTPR応 用 の実践記録
を基 にして,TPR方 式 の教授法での語彙 ・文 法事 項の配列 が,オ ーディ
オ ・リンガル方式のそれ と比べて どのよ うな特徴 を持つ か述べ た・今後 さ
らに異なる配列による応用実践を続け,初級 レベルでのTPR応 用のもっ
とも効果的な方法を摸索したいと思っている,
最後 になった が,1985-6年度 の 「GO2」担 当教 師,竹 田恵子 ・中村一
郎 ・小宮千鶴子の各氏,お よび 「江東区中国帰国者 日本語学級会」の北上
泰子氏からは,本稿をまとめるのに必要な情報を提供していただいた,記
して感謝 の意 を表す るもので ある,
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(注)「 藷 研 初 級 」 の第15課 「練 習 」 の一 部(p.155)を抜 き出 した もの で あ る,
(表1)
課1 主 要 文 型 ・語 彙
11 一ハ ・モ ーデ ス!デ ハ ・ジ ャ ァ リマ セ ン ハーー デ ス カ ナ ニ ・ ドナ タ
21・ ノ ・ ドナ タ ノ ・ ドコ ノ ・ナ ン ノ ー1-1・ ・
13
!曽ハ イ ーAdj・デ ス タ イ ヘ ン ・ア マ リ ドン ナ ー 色 名
4_ハ ナ ーAdj.デ ス
51…Vマ ス1マ セ ン …Vマ ス カ マ イ ル ジー カ ン ジー
6一 ハ ーヲ ・モ マー ス ハー ー二 一マ ス マ イ ア サ タ ク サ ン ー トー
7一 デ マー ス ージ(ゴ ロ)一マ ス イ ッ デ モ ・ヘ モ ・ニ モ 日付
81… 一ニ ア リマ ス ・イ マ ス ドー 耀 ハ イ ・一マ セ ン 人 数
gト ニ ガー ア リ　 ・イ マ ス ナ ニ カ ・ダ レカ ナ 　 ・ダ レモ ニーハ
1・1一 歯 ス ハー がー マ ス あ い さつ ヒ トツ ・7タ ツ ・
剰 キノウ マー シタ モー モー 時問副言司句 疑声 ・態語
12旨 荊 ・タデス け 珊 デシタ(否定文)マ ダ・モウ
13一 テ ーマ ス ーニ ノ リ マ ス/一 ヲ オ リマ ス ーカ ラ マー デ 時 刻
・唄 一テクダサイ 〆クダサイマセン炉 ナイデ マーシ ョウ アゲマス
151デ デ ス クーテ デー ス クー/デノ・ナ クテ デー1ク テ ナー/イAd玉
161ハ ヤ ク ・シ ズ カ ニ ・ユ ック リ ナー サ イ モー ーモ ーモ
17ト テ イ マ ス カカ リマ ス ニー ハイ リマ ス ーノホ ウ(期 マ エ
181一 二 一ニ イ キ マ ス ー二 一ヲ カ イ マ ス ーデ ーヲ ア ノレキ マ ス
1gI一 ガ1ヲ ヒ トツ マー ス ーノー(ア カイ)ノ 助 綱
2・1一 ナ ガ ラ テー カラ ター リー タ リ ーソウ デス テー 紺 も らい
21一 タ リ ナー カ ッ タ リ ーンデス テー イ マ ス(状 態)
22卜/ク ナ リマス 槻 タイデス
23匝 ワ カ リマ ス ・ス キ デ ス ヨー リーノホ ウが イ チパ ン ・モ ッ ト
24レ ・夢 デス テー ア リマス 鱗 名称(まとめ)
『
?『
課1 主 要 文 型 語 彙
25一 デ シ ョ ウ 用 言 の終 止 形 一トイ イ マ ス 方 角
り26i一 テ モ イ イ デ ス テー ハ イケ マ セ ン マー デ ダ ・ ウ ハー ジ メ ル
27一 ナ ケ レバ ・ナ クテハ イ ケ マ セ ン 連 体 修飾 句 一ニ ツイ テ
281接 続 詞 一シ シー カー ラ1一 ノ デ ソー ウデ ス テー シ マ ウ
「
2gi可 能形 一コ トガ デ キ ル ーヨ ウニナ ル コー トニ ナ ル1ス ル
130!使 役 形 一ホ ウガ イ イ ーヨウ ニ スル
ド311一 ハ ズ ・ッ モ リ ・ ヨ ウ ・ ラ シ イ デ ス ーカ モ シ レマ セ ン ーカ(シ ル)
32一 バ バー ンー ダ ガ ーヨ ウデ ス(比況)一 ガル ヨサ ・ウ ツ クシ サ
33!一 タ ラ(仮定)一 ウ トオ モ ッテ イ マ ス ター コ トガァ リマ ス
34一(ノ)ナ ラ バ カ リ ーテ クル ・イ ク ・シ マ ウ ・オ ク ・ ミ ル
351動詞の白他 中止 一ト(条件〉 一デアル体
36受 身形
37一 ソ ウダ ノソ ウモ ナ イ 命 令 形 バ カ リ ～的
割 脇 舗臨
3gl脇 〔サ シ アゲ ノレ・イ タ ダ ク ・クダ サル を含 む)
州 一タバ カ リ ター メ ニ マーデ ニ ター ピニ ートイ ウ ニー チ ガイ ナ イ
(注)「 語 研 初 級 」 巻 末(pp,412-418)の各 課 配 当文 型 ・語 彙 一 覧 を1ぺ 一 ジ の
表 に ま とめ た もの で あ る・ ス ペ ー ス の関 係 で本 論 の 論 旨 に関 係 しな い文 型 ・語 彙 は
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